
親と⼦のいる世帯における世帯主の世代の分布に関する分析
−ひとり親と⼦の世帯に着⽬して−

⼩⼭ 泰代

１．目的と方法 

国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所が⾏う世帯数の将来推計においては、世帯主の男⼥・年齢
5 歳階級別の家族類型別世帯数を推計し、表章している（資料 1）。世帯主の年齢と家族類型
の組み合わせによって把握することで、おおよその世帯のイメージをつかむことができる。
ただし、国勢調査における世帯主は、収⼊の多寡や住⺠基本台帳の届出等に関係なく、各世
帯の判断によるもので、親と⼦のいる世帯において、必ずしも世帯主が親だとは限らない。
そのため、例えば、親と⼦のいる世帯で世帯主が 50 歳の区分には、50 歳の親（＝世帯主）
と 15 歳の⼦どもから成る世帯と、50 歳の⼦（＝世帯主）と 80 歳の親から成る世帯の両⽅
が含まれることになる。両者はライフステージが異なり、前者は⼦育てや教育、後者は介護
への関⼼やニーズが⾼いと考えられ、それぞれのニーズを量的に計測するには、両者を分け
て把握する必要がある。逆に⾔えば、80 歳の親と 50 歳の⼦から成る世帯は、親が世帯主で
あれば世帯主 80 歳の区分に、⼦が世帯主であれば世帯主 50 歳の区分に分類される。こう
したことから、例えば⾼齢者（親）の介護の問題を分析するために、80 歳の親と 50 歳の⼦
から成る世帯を抽出したいときに、家族類型と世帯主の年齢による分類では⼗分ではない。 
こうした課題に対応するため、世帯員の世代（親⼦関係）を考慮した世帯の分類集計を試み
ることとした。

本稿では、親と⼦のいる世帯のうち、ひとり親と⼦から成る世帯（「男親と⼦から成る世
帯」と「⼥親と⼦から成る世帯」を合わせて「ひとり親と⼦から成る世帯」と呼ぶ）につい
て報告する。具体的には、国勢調査データを⽤いて、家族類型と世帯主との続き柄を含むク
ロス集計を⾏い、親が世帯主となっている世帯と⼦が世帯主となっている世帯の数を推定
する。次に、世帯主の年齢と親の年齢の⽐較を⾏う。そして、年齢別世帯主を親⼦に分離。

なお、本研究で使⽤した国勢調査の調査票情報は、統計法第 33 条の規定に基づき⼆次利
⽤したものである。

２．ひとり親と子から成る世帯における世帯主の世代の分布 

ひとり親と⼦から成る世帯は、定義により、1 つの世帯に所属する親族世帯員が「親」と
「⼦」に限られ、さらに、1 つの世帯に「親」が 1 ⼈いるということが決まっているので、
ひとり親と⼦から成る世帯の世帯数（＝世帯主数）の総数は、世帯主が親か⼦どもかという
こととは関係なく、ひとり親と⼦から成る世帯に所属する「親」の総数に等しい。きわめて
単純な説明になるが、ひとり親と⼦から成る世帯の世帯員の世帯主との続き柄は、基本的に
は「世帯主」「世帯主の⼦」「世帯主の⽗⺟」に限られ、さらに整理すると、親が世帯主とな
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っている世帯では、その世帯に所属するのは「世帯主」（＝親）と「世帯主の⼦」、⼦が世帯
主となっている世帯では「世帯主」（＝⼦）と「世帯主の⽗⺟」となる。これらのことから、
ひとり親と⼦から成る世帯の数における「世帯主の⽗⺟」の数は⼦が世帯主となっている世
帯の数に等しい。こうした関係を利⽤して、家族類型と世帯主との続き柄の集計から、ひと
り親と⼦から成る世帯について、世帯主が親か⼦かの別に世帯数を把握することができる。
このようにして求めた世帯数から親世帯主と⼦世帯主の割合を算出した。表 1 に 2020 年に
おける同割合について都道府県別の結果を⽰した。

表 1 によると、世帯主が親である割合は、全国については、男親と⼦供から成る世帯では
94.7%、⼥親と⼦供から成る世帯では 80.8%である。男親と⼦供から成る世帯ではほとんど
が親が世帯主となっているのに対し、⼥親と⼦供から成る世帯ではその割合は 8 割程度に
とどまっている。表 1 には、世帯主の男⼥別割合も併記している。親が世帯主となっていれ
ば、男親と⼦供から成る世帯の世帯主は⽗親すなわち男性であり、⼥親と⼦供から成る世帯
の世帯主は⺟親すなわち⼥性となるが、全国におけるその割合を⾒ると、男親と⼦供から成
る世帯における男性世帯主は 98.4%、⼥親と⼦供から成る世帯における⼥性世帯主は 85.8%
で、このことからも必ずしも世帯主が親とは限らないことが分かると同時に、男親と⼦供か
ら成る世帯における男性世帯主の割合と親世帯主の割合、⼥親と⼦供から成る世帯におけ
る⼥性世帯主の割合と親世帯主の割合には⼀定の差があり、世帯主の性別を男親、⼥親に読
み替えることが難しいことが⾒てとれる。都道府県別に⾒てもこの傾向は同様である。

都道府県別に親が世帯主となっている割合をみると、男親と⼦供から成る世帯では最⼤
が 95.9%（⼭⼝県）、最⼩が 91.8%（岩⼿県）と、すべて 90%以上で⽐較的⼩さな範囲を⽰
しているが、⼥親と⼦供から成る世帯では、最⼤が 90.0％（⿅児島県）、最⼩が 63.6%（⼭
形県）と、都道府県間に 30 ポイント近い⼤きな差がみられた。⼥親と⼦供から成る世帯に
おける都道府県別のこの割合を図 1（最上図）に図⽰したが、おもに⽇本海側を中⼼とする
北⽇本では⼥親と⼦供から成る世帯の世帯主が親である割合が低い。⾔い換えれば、⺟と⼦
の世帯の世帯主が⼦であるケースが多いといえる。逆に、⿅児島を始めとする九州ないし⻄
⽇本ではその割合は⾼く、すなわち、⺟と⼦の世帯の世帯主が⺟親であるケースが多いとい
える。

表 2、図 1 は、1980 年、2000 年、2020 年の 20 年ごと 3 時点における、ひとり親と⼦供
から成る世帯における世帯主の世代（親／⼦）別割合である。親が世帯主となっている割合
は、全国では、男親と⼦供から成る世帯では 1980 年に 94.3%、2000 年に 94.6%、2020 年
に 94.7%と、この 40 年間に⼤きな変動は⾒られない。⼀⽅の⼥親と⼦供から成る世帯では、
1980 年に 80.5%、2000 年に 79.6%、2020 年に 80.8%と、やはり⼤きな変動はみられなか
った。しかし、都道府県別に⾒ると、⼥親と⼦供から成る世帯において岩⼿県では 1980 年
から 2020 年に 85.7％から 69.5％へと約 16 ポイント低下するなど、とくに⼥親と⼦供から
成る世帯において、親が世帯主となっている割合が⼤きく低下した都道府県が散⾒される。
岩⼿県の-16.2 ポイントに次いでは、秋⽥県-15.6 ポイント、⼭形県-14.9 ポイント、富⼭県

–146–



12.2 ポイント、⻘森県-11.4 ポイント、福井県-11.1 ポイント、新潟県-11.0 ポイントと、10
ポイント以上低下したのは東北や北陸に⽬⽴つ。⼀⽅で、77.1％から 84.8％と 40 年間に 7
ポイントほど上昇した⼤阪府など、近畿地⽅や東京都、埼⽟県、神奈川県といった⾸都圏・
⼤都市圏ではこの割合は増⼤した。

３．ひとり親と子から成る世帯における世帯主の世代と年齢 

次に、ひとり親と⼦から成る世帯における親の年齢分布を確認する。図 3 は、2020 年に
ついて、ひとり親と⼦から成る世帯における世帯主（男⼥の内訳）の年齢構成割合と、親の
年齢構成割合を⽰したものである。男親と⼦供から成る世帯については、親の年齢構成⽐は、
おおむね 65 歳までは世帯主のそれよりもやや⼩さく、65 歳以上では年齢が⾼いほど⼤き
くなる。⼥親と⼦供から成る世帯では、世帯主の年齢構成は 45-49 歳がピークとなってい
るのに対し、親の年齢構成は 45-49 歳もひとつのピークとなってはいるものの、⾼齢層の
割合が世帯主の場合よりも⼤きく、とくに 85 歳以上では倍近い⼤きな差となっている。40-
49 歳を中⼼とするピークにおいて、世帯主の年齢割合のほうが親の年齢割合よりも⼤きい
のは男親と⼦から成る世帯と同様だが、その差は⼥親と⼦供から成る世帯のほうが⼤きい。
また、世帯主の男⼥別の内訳をみると、⼥親と⼦供から成る世帯の男性世帯主（つまり親で
はなく⼦）は 50-54 歳を中⼼に分布しており、75-79 歳以上はほとんどみられない。これは、
息⼦とその⺟親から成る世帯において息⼦が世帯主となる場合、息⼦の年齢が 50 歳代のケ
ースに多いことを⽰している。

さらに、図 3 には、2020 年のひとり親と⼦から成る世帯について、世帯主の年齢別に世
代（親／⼦）の内訳と、世帯主のうち親の割合、親と同じ性別の世帯主のうちの親の割合を
⽰した。これまで⾒てきた傾向と同様に、男親と⼦供から成る世帯では、世帯主のほとんど
は親（＝⽗親）である。⼀⽅、⼥親と⼦供から成る世帯では、40 歳代から 50 歳代を中⼼に、
世帯主に占める⼦世代の割合が⾼い。

４．ひとり親と子から成る世帯（2 人世帯）の親と子の年齢分布 

最後に、ひとり親と⼦から成る世帯のうち世帯⼈員が 2 ⼈、すなわち、親 1 ⼈と⼦ 1 ⼈
から成る世帯をとりあげ、親と⼦の年齢分布をみる。2020 年について集計した結果を図 4
に⽰した。なお、図 4 では、親と⼦の年齢分布に加えて、世帯主の年齢分布も表⽰してい
る。図 4 をみると、まず男親と⼦供から成る世帯では、親の年齢別割合は⾼齢ほど⾼い。⼦
の年齢構成は、20 歳未満の約 12％から年齢が上がるにつれ構成割合は低下し、30-34 歳で
反転、45-49 歳で再びピークを⽰し、その後は年齢とともに下がっていく。⼥親と⼦供から
成る世帯では、親の年齢分布のパターンは男親と⼦供から成る世帯と似ているが、男親と⼦
供から成る世帯では 70-74 歳まではほぼ⼀貫して年齢が⾼いほど構成割合も⾼くなってい
るところ、⼥親と⼦供から成る世帯では、50-54 歳から 60-64 歳にかけて⼀時低下したの
ち、85 歳以上にむけて⾼まっていく点に差異がある。また、⼦の年齢分布をみると、男親
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と⼦供から成る世帯に⽐べて 50 歳代前後の層が厚く、20 歳未満の占める割合は顕著に⾼
い。

５．まとめと今後の課題 

本稿では、ひとり親と⼦の世帯をとりあげ、世帯主の世代（親か⼦か）を考慮した世帯の
分類集計を試みた。世帯主が親である割合は、全国でみると安定しているようにみえるが、
都道府県別の集計結果からは、特に⼥親と⼦供から成る世帯において、地域差が⼤きいこと、
時間とともに⼤きく変化している地域があることが⽰された。⼥親と⼦供から成る世帯に
おける男性世帯主（すなわち息⼦が世帯主となっているケース）の割合が 10〜30％程度あ
ることから考えると、世帯主は男性がよいとする家族観の影響などがあることが⽰唆され
る。さらに、世帯主の年齢分布と親の年齢分布の⽐較やからは、男親と⼦供から成る世帯で
も⼥親と⼦供から成る世帯でも、親が⾼齢のケースが世帯主年齢ではとらえにくいこと、と
くに⼥親と⼦供から成る世帯では、やはりそれが顕著で、さらに、50 歳前後では世帯主数
を親の数ととらえると逆に過⼤となる可能性も⽰された。

ひとり親と⼦から成る世帯において、親の性別にかかわらず、親の年齢のピークが 85 歳
以上にあり、この年齢のピークが 50 歳前後にあることは、いわゆる 8050 問題の⼀端をと
らえたものといえる。本稿では⾒ていないが、より正確な実態の把握には、親の年齢と⼦の
年齢の組み合わせの集計が必要である。

以上より、とりわけ、⼥親と⼦供から成る世帯については、世帯主年齢別の世帯数と親の
年齢別の世帯数には⼤きな差があり、前者を後者の代替とすることは難しいと⾔える。推計
⼿法やデータの⾯からも、今後も世帯主年齢にもとづく推計・表章は基本となるだろう。本
稿では、世帯主に占める親の割合も⽰したが、世帯主年齢別の世帯数を親の年齢別の世帯数
に変換できるような指標を検討し、親の年齢別世帯数の推計につなげたい。その際には、地
域差や時間的な変化についての検証も重要である。

本稿では、親と⼦のいる世帯のうち、ひとり親と⼦の世帯について報告した。世帯の変動
には、どんな世帯を形成するかという世帯形成⾏動とともに、誰が世帯主となるかという世
帯内地位をめぐる⾏動の変化があることがうかがえる。今回の集計の分析を今後も進め、世
帯の将来推計の結果をより分かりやすく、使いやすくする⼿がかりを得たい。

参照⽂献
国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所編（2018）「⽇本の世帯数の将来推計⼈⼝（全国推計） −
2015（平成 27)年〜2040(平成 52)年− ［2018（平成 30）年推計］」
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資料 1 世帯数の将来推計における世帯の分類（例）

出典：「⽇本の世帯数の将来推計(全国推計)(2018(平成 30)年推計)」国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所
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表 1 ひとり親と⼦の世帯における世帯主の男⼥別割合および世帯主の世代(親／⼦)別割合
2020年

男親と⼦供から成る世帯 ⼥親と⼦供から成る世帯

世帯主 世帯主が 世帯主が 世帯主 世帯主が 世帯主が
男 ⼥ 親 ⼦ 男 ⼥ 親 ⼦

全国 98.4 1.6 94.7 5.3 14.2 85.8 80.8 19.2
北海道 97.8 2.2 94.0 6.0 9.1 90.9 85.1 14.9
⻘森県 98.5 1.5 95.0 5.0 18.0 82.0 76.9 23.1
岩⼿県 98.1 1.9 91.8 8.2 24.7 75.3 69.5 30.5
宮城県 98.4 1.6 93.8 6.2 17.1 82.9 77.7 22.3
秋⽥県 98.6 1.4 95.1 4.9 26.7 73.3 67.1 32.9
⼭形県 98.6 1.4 94.2 5.8 30.1 69.9 63.6 36.4
福島県 98.1 1.9 92.1 7.9 23.5 76.5 71.4 28.6
茨城県 98.5 1.5 93.9 6.1 19.6 80.4 76.2 23.8
栃⽊県 98.6 1.4 93.8 6.2 20.1 79.9 75.6 24.4
群⾺県 98.7 1.3 95.0 5.0 16.7 83.3 79.0 21.0
埼⽟県 98.7 1.3 95.2 4.8 14.7 85.3 80.9 19.1
千葉県 98.5 1.5 94.4 5.6 14.5 85.5 80.7 19.3
東京都 98.3 1.7 95.2 4.8 9.9 90.1 84.9 15.1
神奈川県 98.6 1.4 95.4 4.6 12.1 87.9 83.1 16.9
新潟県 98.6 1.4 94.7 5.3 26.9 73.1 68.0 32.0
富⼭県 99.1 0.9 95.6 4.4 28.2 71.8 66.5 33.5
⽯川県 98.5 1.5 95.2 4.8 20.9 79.1 74.2 25.8
福井県 99.1 0.9 95.1 4.9 24.7 75.3 70.1 29.9
⼭梨県 98.4 1.6 93.9 6.1 21.0 79.0 74.6 25.4
⻑野県 98.5 1.5 94.1 5.9 23.6 76.4 70.9 29.1
岐⾩県 98.6 1.4 94.9 5.1 22.0 78.0 72.6 27.4
静岡県 98.6 1.4 94.5 5.5 18.9 81.1 76.3 23.7
愛知県 98.6 1.4 94.8 5.2 16.3 83.7 79.0 21.0
三重県 98.6 1.4 94.9 5.1 18.5 81.5 76.5 23.5
滋賀県 98.5 1.5 94.6 5.4 18.1 81.9 77.0 23.0
京都府 98.1 1.9 94.2 5.8 13.6 86.4 80.7 19.3
⼤阪府 98.0 2.0 94.4 5.6 10.0 90.0 84.8 15.2
兵庫県 98.2 1.8 94.9 5.1 12.6 87.4 82.2 17.8
奈良県 98.2 1.8 94.6 5.4 13.2 86.8 81.3 18.7
和歌⼭県 98.3 1.7 94.5 5.5 13.6 86.4 81.9 18.1
⿃取県 98.5 1.5 94.4 5.6 21.1 78.9 73.7 26.3
島根県 98.6 1.4 93.7 6.3 23.3 76.7 71.4 28.6
岡⼭県 98.5 1.5 95.1 4.9 15.6 84.4 79.5 20.5
広島県 98.6 1.4 95.4 4.6 12.4 87.6 83.0 17.0
⼭⼝県 98.5 1.5 95.9 4.1 10.2 89.8 85.6 14.4
徳島県 98.6 1.4 94.3 5.7 17.8 82.2 76.9 23.1
⾹川県 98.7 1.3 95.8 4.2 15.8 84.2 79.6 20.4
愛媛県 98.2 1.8 94.3 5.7 12.6 87.4 82.3 17.7
⾼知県 98.1 1.9 94.4 5.6 12.0 88.0 83.1 16.9
福岡県 98.2 1.8 95.0 5.0 8.3 91.7 87.1 12.9
佐賀県 98.3 1.7 94.6 5.4 12.3 87.7 83.9 16.1
⻑崎県 98.5 1.5 95.3 4.7 11.2 88.8 84.2 15.8
熊本県 98.1 1.9 93.5 6.5 11.7 88.3 83.6 16.4
⼤分県 98.2 1.8 94.1 5.9 14.5 85.5 80.2 19.8
宮崎県 98.3 1.7 94.5 5.5 9.6 90.4 86.1 13.9
⿅児島県 98.5 1.5 95.4 4.6 6.6 93.4 90.0 10.0
沖縄県 98.7 1.3 95.2 4.8 8.2 91.8 88.8 11.2

データ：国勢調査データより筆者集計
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男親と⼦供から成る世帯 ⼥親と⼦供から成る世帯

2020年 2000年 1980年 2020年 2000年 1980年
世帯主 親 ⼦ 親 ⼦ 親 ⼦ 親 ⼦ 親 ⼦ 親 ⼦
全国 94.7 5.3 94.6 5.4 94.3 5.7 80.8 19.2 79.6 20.4 80.5 19.5
北海道 94.0 6.0 93.7 6.3 93.9 6.1 85.1 14.9 84.4 15.6 83.3 16.7
⻘森県 95.0 5.0 94.1 5.9 96.1 3.9 76.9 23.1 80.0 20.0 88.3 11.7
岩⼿県 91.8 8.2 89.7 10.3 93.7 6.3 69.5 30.5 73.6 26.4 85.7 14.3
宮城県 93.8 6.2 93.4 6.6 94.1 5.9 77.7 22.3 79.2 20.8 85.3 14.7
秋⽥県 95.1 4.9 94.4 5.6 95.5 4.5 67.1 32.9 70.3 29.7 82.7 17.3
⼭形県 94.2 5.8 93.0 7.0 93.2 6.8 63.6 36.4 65.8 34.2 78.5 21.5
福島県 92.1 7.9 91.2 8.8 93.3 6.7 71.4 28.6 73.2 26.8 82.5 17.5
茨城県 93.9 6.1 92.8 7.2 94.2 5.8 76.2 23.8 76.2 23.8 80.4 19.6
栃⽊県 93.8 6.2 93.5 6.5 94.7 5.3 75.6 24.4 75.4 24.6 81.8 18.2
群⾺県 95.0 5.0 93.8 6.2 94.2 5.8 79.0 21.0 76.4 23.6 80.2 19.8
埼⽟県 95.2 4.8 95.5 4.5 94.9 5.1 80.9 19.1 78.8 21.2 77.1 22.9
千葉県 94.4 5.6 94.6 5.4 93.4 6.6 80.7 19.3 79.5 20.5 77.9 22.1
東京都 95.2 4.8 95.6 4.4 95.1 4.9 84.9 15.1 82.5 17.5 80.7 19.3
神奈川県 95.4 4.6 95.7 4.3 95.3 4.7 83.1 16.9 81.4 18.6 79.8 20.2
新潟県 94.7 5.3 93.7 6.3 95.0 5.0 68.0 32.0 69.6 30.4 79.1 20.9
富⼭県 95.6 4.4 95.5 4.5 95.6 4.4 66.5 33.5 68.4 31.6 78.7 21.3
⽯川県 95.2 4.8 94.2 5.8 95.1 4.9 74.2 25.8 73.5 26.5 78.2 21.8
福井県 95.1 4.9 94.5 5.5 94.8 5.2 70.1 29.9 71.8 28.2 81.2 18.8
⼭梨県 93.9 6.1 93.8 6.2 94.4 5.6 74.6 25.4 72.6 27.4 79.6 20.4
⻑野県 94.1 5.9 93.9 6.1 92.9 7.1 70.9 29.1 70.9 29.1 77.7 22.3
岐⾩県 94.9 5.1 95.1 4.9 94.8 5.2 72.6 27.4 73.5 26.5 79.6 20.4
静岡県 94.5 5.5 94.8 5.2 94.9 5.1 76.3 23.7 75.3 24.7 80.0 20.0
愛知県 94.8 5.2 95.2 4.8 95.0 5.0 79.0 21.0 77.1 22.9 79.0 21.0
三重県 94.9 5.1 94.3 5.7 94.0 6.0 76.5 23.5 74.3 25.7 77.6 22.4
滋賀県 94.6 5.4 94.2 5.8 95.2 4.8 77.0 23.0 74.5 25.5 75.6 24.4
京都府 94.2 5.8 94.7 5.3 94.6 5.4 80.7 19.3 78.3 21.7 75.3 24.7
⼤阪府 94.4 5.6 95.1 4.9 93.7 6.3 84.8 15.2 81.7 18.3 77.1 22.9
兵庫県 94.9 5.1 94.7 5.3 93.7 6.3 82.2 17.8 78.7 21.3 76.3 23.7
奈良県 94.6 5.4 93.3 6.7 93.2 6.8 81.3 18.7 77.4 22.6 74.8 25.2
和歌⼭県 94.5 5.5 93.6 6.4 94.0 6.0 81.9 18.1 77.4 22.6 77.4 22.6
⿃取県 94.4 5.6 93.0 7.0 92.8 7.2 73.7 26.3 74.9 25.1 82.0 18.0
島根県 93.7 6.3 92.2 7.8 91.5 8.5 71.4 28.6 68.6 31.4 75.2 24.8
岡⼭県 95.1 4.9 94.5 5.5 93.1 6.9 79.5 20.5 78.1 21.9 79.2 20.8
広島県 95.4 4.6 95.4 4.6 94.5 5.5 83.0 17.0 81.9 18.1 82.3 17.7
⼭⼝県 95.9 4.1 96.1 3.9 94.0 6.0 85.6 14.4 82.0 18.0 81.5 18.5
徳島県 94.3 5.7 91.9 8.1 92.2 7.8 76.9 23.1 77.2 22.8 82.0 18.0
⾹川県 95.8 4.2 94.3 5.7 92.9 7.1 79.6 20.4 100.0 0.0 81.1 18.9
愛媛県 94.3 5.7 93.2 6.8 92.1 7.9 82.3 17.7 80.5 19.5 83.3 16.7
⾼知県 94.4 5.6 92.7 7.3 90.7 9.3 83.1 16.9 79.0 21.0 80.1 19.9
福岡県 95.0 5.0 95.0 5.0 94.4 5.6 87.1 12.9 85.7 14.3 84.0 16.0
佐賀県 94.6 5.4 94.8 5.2 95.0 5.0 83.9 16.1 82.7 17.3 86.8 13.2
⻑崎県 95.3 4.7 94.4 5.6 94.3 5.7 84.2 15.8 83.7 16.3 84.5 15.5
熊本県 93.5 6.5 92.3 7.7 93.1 6.9 83.6 16.4 82.1 17.9 84.6 15.4
⼤分県 94.1 5.9 93.1 6.9 91.7 8.3 80.2 19.8 79.8 20.2 82.5 17.5
宮崎県 94.5 5.5 93.6 6.4 94.1 5.9 86.1 13.9 84.5 15.5 86.7 13.3
⿅児島県 95.4 4.6 94.7 5.3 94.3 5.7 90.0 10.0 87.9 12.1 88.2 11.8
沖縄県 95.2 4.8 95.9 4.1 95.8 4.2 88.8 11.2 88.1 11.9 86.4 13.6

データ：国勢調査データより筆者集計

表 2 ひとり親と⼦の世帯における世帯主の世代(親／⼦)別割合 2020 年,2000 年,1980 年

–151–



図 1 ⼥親と⼦の世帯における世帯主が親の割合
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図 2 ひとり親と⼦の世帯における世帯主と親の年齢分布
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図 3 ひとり親と⼦の世帯の世帯主における世代別年齢分布
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図 4 ひとり親と⼦の世帯における世帯主、親、⼦の年齢
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